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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2022.11.03) 

                                                  文･写真：武田  

日 時：2022(令和 4)年 11 月 3 日(木)  9:30～15:30  

気 象：晴 

活動エリア：４5 林班に-０３ 

活動内容：地域環境保全(倒木処理､過密広葉樹除伐､ほか)  

参加者(会員)：猪川 誠､石原順子､石田美和､内海宏一､大本孝子､斧田一陽､小櫃徹夫､工藤貴士､倉谷邦雄､ 

河野直子､黒山泰弘､武田壽夫､寺田昭弘､当山清之､中川義行(AM)､中村賢三､中村俊夫､春名浩一､宮本廣 

(体験)：菊池美紀子                                           会員１９＋体験１=計２０ 名 

 

＜今日は自由と平和を愛し文化をすすめる『文化の日』(昭和 21 年公布)＞ 

  その意義に感じてか､何と２０人の参加。新記録､善哉々々､森林づくりに栄光あれ(一寸言いすぎ)。 

  さともり事務局から､今年度の現地確認の日程調整があり､案内予定の｢４5 林班に-０３｣の作業を粛々

と(？)進めたい。とは言え､枯損木はなお残り､また広葉樹ももう少し伐っておきたい。現地は行きは下り､

帰りは登り(行きは良いヨい､帰りは 何とか) 

  自然界でも繫殖をしているらしい外来種発見､また珍しい形のハチの巣も→写真は末尾 

            ←穂高連峰冠雪（井上会員より） 

＜今日の成果＞ 

  枯損木約 20 本以上を処理､路網側の過密広葉樹除伐､路網に水切り 2 ヶ所設置 

＜写真＞ 

【傾いた枯損木】 

 

【ロープ架けで伐倒方向を規制】 
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＜写真＞  

【チェーンソーを入れる】 

 

【伐倒方向は期待通り】 

 

【玉切り(移動には一苦労】 

 

【水切りの例(路網を遮る部分は後で除去】 

 

【外来種 アトジロサシガメ】 

 

【ハチの巣(物置の隙間にあった)】 
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